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下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）
下仁田町大字青倉１５８-1
☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

自然史館の利用他
５月５～７日　　  本宿陥没研究会
５月１６日　　　  地学講座『鏑川流域に産出する化石について』
５月２４～２５日　新潟大学巡検

行事予定
日　時　８月２日（土）13：00～３日（日）15：00（予定）
集　合　下仁田町自然史館　南牧川　荒船風穴など
内　容　下仁田町自然史館を活動拠点とし、大学生が
　　　　チームリーダーとなり、自然探検を行う。
対　象　小学１年生から中学３年生
参加費　大人　3,000円　子ども　2,500円
申込み　下仁田自然学校
　　　　☎０２７４－７０－３０７０

行事報告

ネギとコンニャク・ジオパーク

５月 １日　下仁田町地域研修会　１１名
５月 ６日　宇都宮大学教育学部地学教室　１２名
５月１８日　旭町子供会　１８名
５月２３日　下仁田小学校５年生　川原の石実習　３６名
５月２４日　群馬県立女子大学　５名
５月２６日　放送大学　群馬学習センター　４名
５月２７日　富岡高校１年生　２３名

『世界遺産　荒船風穴』

※下仁田町自然史館では、午前９時から午後４時まで展示室を開放しています。ぜひお出かけください。

問い合わせ先　下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）　☎７０－３０７０

▲荒船風穴の冷気

▲荒船風穴

　荒船風穴は明治から昭和初期の基幹産業であった養蚕製糸業を下支えした蚕種（さんしゅ）貯蔵所で、
電気冷蔵システムが普及していなかった時代に天然の冷風を巧みに利用して、蚕の卵のふ化の時期を遅
らせるための冷蔵保護の役目を担った貯蔵所です。
　現在は石積みが残っているのみですが、今もなお、当時と変わることなく冷風を感じることができるジオ
サイトです。
　荒船風穴の運営は春秋館（根小屋）が行っており、風穴の規模や大きさだけでなく、経営能力や指導力
が評価され、平成２２年２月２２日、国指定史跡となり、平成２６年６月に「富岡製糸場と絹産業遺産群」の構
成資産のひとつとして世界遺産へ登録されました。

『夏の子どもジオパーク探検教室　２０１４』
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商工会女性部 青岩公園研修

ジオパーク推進室からのお願い

　商工会の女性部では、清掃活動と実地研修を今年度３
回取り組んでいただいています。
　その第1回目がジオサイト「青岩公園」で実施されました。
　おかげで大勢の方を気持ちよくお迎えすることができます。
　ありがとうございました。これからもよろしくお願いしま
す。

　皆さんは、根無し山の看板があったのをご存知でしょうか。また、ジオパークは大地と人のかかわりを体感
できる公園であり、例えばコンニャクや養蚕、鉱山などはこの自然を活かした産業になります。ジオパークの
大きな魅力のひとつです。展示や来訪者に下仁田のことを知っていただくために、貴重な資料となります。
もしお持ちの方がいらっしゃいましたらジオパーク推進室までご連絡ください。

　5月に入った新刊図書は以下のとおりです。話題の本もあります。ぜひ、図書室にお越しください。
　本のリクエストも随時受け付けていますので、気軽にお声かけください。

　富岡製糸場と絹遺産群が世界遺産となりました。
　さて今回、今から120年前、富岡製糸場と東京の西ヶ原蚕業講習所（現東京農工大）で
養蚕技術を学び、日本政府から派遣されてタイ王宮で生糸づくりを指導した小金澤さん（
馬山出身）のことを書いた本が上毛新聞から出版されました。
　公民館では貸出しを行っていますので、是非一度お読みください。

書　　名

かないくん

脳科学者茂木健一郎の人生相談

アメリカのめっちゃスゴい女性たち

ぷりっつさんち３

そして、星の輝く夜がくる

代理処罰

乱雲の城　風の市兵衛１２

女のいない男たち

大人の流儀４　許す力

ゴーレム

虚ろな十字架

はばたく上州娘～タイ王宮で生糸づくり～

著者名

谷川俊太郎/作　松本　大洋/絵

茂木健一郎

町山智浩

松本　ぷりっつ

真山　仁

嶋中　潤

辻堂　魁

村上春樹

伊集院　静

グスタフ・マイリンク/作今村孝/訳

東野　圭吾

古田　節子

備　　考

子ども向け

大人気コミックエッセイシリーズ

第17回日本ミステリー文学大賞新人賞

風の市兵衛シリーズ

話題の新作短編集

「大人の流儀」シリーズ

ドイツ幻想文学の名作

話題の最新作

新刊図書が入っています！

下仁田町出身の小金澤さんのことを書いた本を紹介します
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民公 館だより
平成26年7月1日発行 364号

【下仁田町公民館】
☎82-3535  FAX82-5489

映
画
鑑
賞
会・町
民
文
化
講

座
を
開
催
し
ま
す
！

　

文
化
協
会
で
は
、映
画
鑑
賞

会
と
町
民
文
化
講
座
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。

　

思
い
切
り
笑
っ
て
、暑
い
夏
を

吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。ご
家

族
、ご
友
人
と
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

映
画
鑑
賞
会　

◇
日　

時　

８
月
８
日（
金
）　

午
後
６
時
３０
分
〜

◇
場　

所　

文
化
ホ
ー
ル

◇
映　

画　

体
脂
肪
計
タ
ニ
タ

の
社
員
食
堂
」

監　

督　

李
闘
士
男

原　

作　

体
脂
肪
計
タ
ニ
タ
の

社
員
食
堂

出　

演　

優
香
、浜
野
謙
太
、

草
刈
正
雄
ほ
か

内　

容　

大
人
気
レ
シ
ピ
本
を

基
に
し
た
、体
脂
肪
計
会
社
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
描

く
痛
快
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
。

詳
し
く
は
別
刷
り
の
チ
ラ
シ（
回

覧
版
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
チ
ケ
ッ
ト　

５
０
０
円

７
月
１
日（
火
）よ
り
販
売
い
た

し
ま
す
。

　

町
民
文
化
講
座　

◇
日　

時　

９
月
５
日（
金
）　

午
後
６
時
３０
分
〜

◇
場　

所　

文
化
ホ
ー
ル

◇
講　

師　

声
優
・
歌
手　

佐

久
間
レ
イ
さ
ん

◇
演　

題　
「
心
の
ス
ト
レ
ッ
チ

柔
ら
か
な
心
で
明
日
を
生
き
て

み
ま
せ
ん
か
？
」　

◇
チ
ケ
ッ
ト　

５
０
０
円

７
月
２５
日（
金
）よ
り
販
売
い
た

し
ま
す
。

映
画
会・文
化
講
座
と
も
に

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

下
仁
田
町
公

民
館
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー・
婦
人

会・P
T
A
連
合
会・文
化
協
会

各
団
体

問
い
合
わ
せ　

文
化
協
会
事
務

局（
下
仁
田
町
公
民
館
）

☎
８２
―
３
５
３
５

図
書
室
ま
つ
り
開
催
し
ま

し
た
！

「
子
ど
も
読
書
の
日
」に
ち
な
ん

で
行
わ
れ
ま
し
た
図
書
室
ま
つ

り
に
、幼
児・小
学
生・中
学
生
の

皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
感
想

文・感
想
画
を
応
募
し
て
い
た
だ

き
、今
年
は
全
部
で
２７
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
。力
作
揃
い
で
図

書
館
を
利
用
す
る
方
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

課
題
図
書
が
入
り
ま
し
た
！

　

小
・
中
学
校
の
夏
休
み
課
題

図
書「
ま
よ
な
か
の
た
ん
じ
ょ
う

か
い
」ほ
か
全
１５
冊
の
新
し
い
本

が
入
り
ま
し
た
。早
め
に
読
ん

で
、夏
休
み
を
め
い
っ
ぱ
い
楽
し

も
う
！

公
民
館
３
階
を
開
放
し
ま

す
！
　

夏
休
み
の
期
間
は
図
書
室
を

学
習
に
利
用
す
る
学
生
が
多
い

た
め
、勉
強
す
る
学
生
に
限
り
、

公
民
館
３
階
の
空
室
を
開
放
し

ま
す
。（
８
時
３０
分
〜
１７
時
）夏

休
み
は
涼
し
い
公
民
館
で
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。利
用
を
希
望
す
る

人
は
、気
軽
に
２
階
の
公
民
館
事

務
室
へ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

県
立
図
書
入
れ
替
え
の

お
知
ら
せ

　

次
回
の
県
立
図
書
の
入
れ
替

え
は
、７
月
１１
日（
金
）で
す
。ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

5/23アロマテラピー教室開催しました！ 手づくりルームスプレーとウッドサシェ
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【
短
歌
】

■
さ
く
ら
散
り
緑
総
な
め
の
緑
ヶ
丘
で
四
十
一
年
早
過
ぎ
ゆ
け
り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
馬
　　山
）　山
中
　た
ね

■
大
﨔
芽
吹
輝
や
く
杜
に
来
て
神
楽
踊
る
も
人
足
疎
ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
富
岡
市
）　佐
藤
　政
代

■
時
流
る
農
に
精
出
し
半
世
紀
日
は
ま
た
昇
り
ゆ
れ
畑
に
立
つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
西
　　牧
）　上
原
　一
正

■
蕗
菓
子
の
仕
上
げ
て
彩
良
し
香
り
良
し
亡
母
の
面
影
想
い
浮
か
べ
し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
南
野
牧
）　清
水
み
ち
代

【
や
ま
び
こ
俳
句
会
荒
船
支
部
五
月
句
会
報
】

■
待
つ
人
の
笑
顔
思
ひ
つ
山
椒
摘
む
　　　　　　　　　　　　　　淑
　江

■
母
の
日
や
娘
の
招
待
で
湯
の
宿
へ
　　　　　　　　　　　　　　政
　子

■
蚕
飼
ひ
絶
へ
し
村
に
桑
の
実
熟
れ
て
を
り
　　　　　　　　　敏
　彦

わ
ら
び

ぜ
ん

と
な
りあ

け
や
す

さ

こ

み

こ

が

さ
ん
し
ょ

う

■
今
朝
の
膳
取
り
し
ば
か
り
の
木
の
芽
和
　　　　　　　　　　　　勇
　宝

■
農
夫
ら
の
弾
む
話
や
夏
隣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
ち
子

■
醒
め
ぎ
は
の
夢
の
重
さ
や
明
易
し
　　　　　　　　　　　　　　　　光
　子

ま
ば

【
俳
句
】

■
鈴
鳴
ら
し
熊
は
来
ぬ
か
と
蕨
か
く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
富
岡
市
）　佐
藤
　政
代

■
あ
ぢ
さ
ゐ
の
雨
に
甘
え
る
こ
ゑ
の
す
る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
小
　　坂
）　佐
藤
　信
香

■
せ
せ
ら
ぎ
の
川
面
に
の
り
て
河
鹿
笛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
青
　　倉
）　清
水
　秀
子

■
校
章
が
胸
に
光
れ
り
皐
月
晴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
下
仁
田
）　茂
木
　久
里

■
万
緑
の
尾
根
輝
け
し
二
日
月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
南
野
牧
）　清
水
み
ち
代

■
田
水
張
る
小
波
を
生
み
つ
苗
う
る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
下
仁
田
）　鈴
木
　玉
栄


